
  麻雀部部長

富 岡　 晃

楽しまれたそうです。

　 さて、「主催者の意」とするところはひとまずおいて、「優勝者の弁」に移りたいと思います。

　

平成２４年６月１日発行・編集委員会

　 皆さん、こんにちは。平成２４年４月２１日（土）、第４回熱海大会を例年通り、熱海ニューフジヤホテ

「第４回・熱海大会優勝の記！」

麻 雀 部
第４回熱海大会特集

確保が出来ず、ルール変更（赤牌６枚の取り止め）をして大会競技を始めたところにありました。

これは本会開催の狙いの一つであります「熱海にファミリーで集い・遊ぶ！」という趣旨に沿う形になり

ねりとう

（１）

それは混雑のせいで、空いた卓、余った牌がなく、当部の重要な競技ルール[赤牌]（=常時ドラ)６枚の

次回は、その意味でも熱海大会は、要注目です！！

りを企て逃げきれたのです。正に何が幸いするのか解らないなと実感した、今回の優勝でした。

会場は立錐の余地も無いほどの盛況ぶりでしたが、この盛況ぶりが今回の我が勝因に繋がりました。

　(昭４１　教)

練馬稲門会麻雀部「会報１１号」

ルで開催しました。今回は過去最多の１９名の参加、うち３名は温泉のみの参加となりました。

大変満足しております。麻雀部最年少部員（平成４年卒）川田啓氏のご家族の参加、また２度目の参

加の石川正利練馬稲門会員は、麻雀牌には一度も触らずに周辺美術館の鑑賞など、ホテルライフを

次回は、「ファミリーで宿泊懇親麻雀に集う！」という趣旨で３０名以上は集めたいと考えております。

小生の優勝は第２回大会以来、２年ぶり２回目。東日本大震災で何かと自粛が強調された昨年と変り

赤牌６枚を取り止めた結果、上がり点は平均リャンハン位のデフレ傾向なりましたので、先行逃げ切

　 「グランドスラム表彰」（詳細は、会報１０号）をゲットするには、熱海大会の優勝が必要になります。

★第４回熱海大会・個人戦の上位(１・２・３位)入賞者。



順　位 １回戦 ２回戦 ３回戦 ４回戦 合計 順　位 １回戦 ２回戦 ３回戦 ４回戦 合計

優　勝 21 32 -12 24 65 優　勝 36 -4 29 39 100
２　位 -2 -5 30 33 56 ２　位 -17 0 36 30 49
３　位 37 -2 25 -14 46 ３　位 40 27 -17 -6 44
４　位 23 -7 34 -7 43 ４　位 35 -18 -16 27 28
５　位 1 -2 -6 42 35 ５　位 -18 22 24 -5 23
６　位 -1 34 -8 3 28 ６　位 46 -5 -2 -17 22
７　位 -3 38 -5 -3 27 ７　位 1 39 -10 -16 14
８　位 43 -23 0 -24 -4 ８　位 -9 -20 41 -4 8
９　位 -24 38 -13 -12 -11 ９　位 -11 30 4 -21 2

１０  位 -20 -16 -20 39 -17 １０  位 -2 14 -12 0 0
１１　位 -18 1 -8 -10 -35 １１　位 -10 -2 -2 -4 -18
１２　位 -10 11 -21 -17 -37 １２　位 -14 -12 -18 23 -21
１３　位 -1 -27 -2 -8 -38 １３　位 -12 -16 -16 -5 -49
１４　位 -32 -23 29 -15 -41 １４　位 -27 -11 9 -23 -52

Ｂ Ｂ -2 -25 -16 -14 -57 Ｂ Ｂ -5 -33 -29 -5 -72
Ｂ Ｍ -12 -24 -7 -17 -60 Ｂ Ｍ -33 -11 -21 -13 -78

-9 4 -54 -68 -127 -12 8 5 -16 -15

優勝 9 -4 54 68 127 優勝 12 -8 -5 16 15
0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　

　

　　　（２）

築山　　　哲

文系グループ

理系グループ

（調　　整）

【 合    計 】

初の団体戦・優勝は、「理系グループ」！★ ２回目の団体戦・優勝は、「白組」！

【 合    計 】

後藤修一郎

南小柿   慧

野田　　  明

松本      誠

【 平成２４年０４月２１日(土)　開催 】

小川 　義裕

田中   秀憲

練馬稲門会麻雀部「会報」

★ 第 ４ 回 熱 海 大 会 ・ 戦 績 表 ★ 第 ３ 回 熱 海 大 会 ・ 戦 績 表

【 平成２３年０４月２３日(土)　開催 】

野田　　  明

（調　　整）

石井　 俊雄

富岡      晃関 　   博之

南小柿   慧

徳田   浩平

浜田　浩助

徳田   浩平

山田興太郎

中村　 久和

岡田 　吉郎

山田興太郎

白　　　組

近野 　和文

富岡     晃

中村　 久和

川田 　　 啓

築山　　　哲

西山　 隆司

岡田 　吉郎

松本      誠

紅　　　　組

（敬称略）（敬称略）

後藤修一郎

喜々津和夫

田中   秀憲

関 　   博之

田辺　　　攻

雀士名 雀士名



切っ掛けであ

司の宅に挨拶

のは四暗刻と大三元でしたが、地和を３回上がってい

なると地方から来ている多くの同級生達が帰郷する為

之をやって見ようと翌日も

　　　（３）

投げつけた。

の接待をして戴いた。ご当人は癌で天寿を全う出来

なかった。今でも忸怩たる思いである。

○転勤の発令があって間もなく、県会議員から送別

同じメンバーでやろうと言う

○当時、正月

麻雀大会の誘いがあった。勝負を始めて時を経ずし

　 麻雀を始めたのは、早大３年の夏でした。夏休みに

の役満を上がった所為か、国士無双は其の後の５０

は残念ながら出来ていません。次に上がりが多かった

読んだ処、役満の頁で国士

年間で１００回以上は上がっています。只、１３面待ち

無双を見て、良し！明日は

事になっていたのでやった所、なんとイーソを積もって

国士無双を上がりましたが、麻雀を始めて二日目にこ

て家に帰って偶々家にあっ

ながらやりましたが、終わっ

練馬稲門会麻雀部「会報」

★ 第 ４ 回 熱 海 大 会 の 風 景 (1)

った。だがご

た兄の麻雀の本を見つけ

ば様々な人と出会えるから始めろ。」と云われたのが

びがかったのです。初日は手取り足取りで教えて貰い

　 麻雀の来歴に少し触れてみたい。

○入社間もない頃、「京大出の上司が、麻雀をやれ

当人、麻雀に

負けると牌を

に東京に残るメンバーが少なくなって員数併せでお呼

に行くのが恒例であった。正月二日に行くと早速麻

雀となり、徹夜になった。奥様に一晩中茶菓、食事

になると、上



麻雀は四人い 　

なければ出来
ない点で難あ

に比べると楽

しい。それは、

「伏せ牌」で勝

負が展開するシステムにある。「機械化」(最先端の

水準は、親の第一捨て牌からゲームが始まる…)

実　績

447 447

64,000

14,000

6,000

0

84,447

  しかし、どのスナップ写真を載せるか、なかなか難しい！

・とは云え、手間・コストの観点から６頁には出来ない。

・お蔭様で、会報も「１１号」になりましたが、反省点が…。 ・今回の「熱海大会特集」は、その１回目です。

 どうも「集合写真が多いな！」、スナップ写真を増やそう。

★ 第 ４ 回 熱 海 大 会 の 風 景 (2)

りだが、囲碁

麻雀部長

(注)「次回への繰越金：３，５０７円については、当部会計に含めて管理します。」

小川　義裕

実　績

16,000

備　考

練馬稲門会麻雀部「会報」

収　入　の　部 支　出　の　部

麻雀部員

に面白い。

が進んだ今、雀士の勝負感と才能よりも、偶然性と

第６６回大会の小生は、前半のハンチャン２回の合

84,447

よらず、バカズキしたとて、うしろめたさも生じない。

(単位＝円)

2,940

予　算 備　考

編 集  後 記

80,447

★第４回熱海大会・会計報告

(田中・松本氏他)

賞金の支払(団体・個人)

会 場 設 営 費他

(7名表彰他)

64,000

予　算

【 収 入 合 計 】 80,447

富岡　　晃

参 加 費 収 入

科　目

(16名×4000円)

運が支配する。手積み時代の積み込みなど思いも

63,000

(横断幕制作他)

3,507

　（４）

(前回剰余金)

お楽しみ券当選金支払

【 支 出 合 計 】

 ございました。山田さんもホテル手配等お疲れ様でした。

お楽しみ券売上

【前回よりの繰越金】

科　目

15,000

(14名×1000円)

( 3名×2000円)

・岡田先輩、写真（一部を除く）を有難う

・次号は、８月の「４区稲門会戦特集」。乞うご期待！(A・T)

13,000

4,447

【次回への繰越金】

63,000


